
　　　講演1　　9：30-9：45

主催：日本小児医療航空搬送コンソーシアム（J-‐Pmac)

小児の航空機搬送とJ-Pmacについて

　聖路加国際大学　特任教授　宮坂勝之
　　　講演2　　9:45-10:00
日本の広域医療搬送の問題点

聖路加国際病院　小児科医幹　島袋林秀
　　　講演3　　10:00-10:30
航空会社の立場から
　医療搬送におけるトラブルや確認に時間を要した事例を紹介
　民間航空機を利用する際の注意点

日本航空株式会社　プライオリティゲストセンター　木ノ下宏
全日本空輸株式会社　おからだの不自由な方の相談デスク　大槻正伸

　　　講演4　　10:30-10:45
医療機器企業の立場から

オリジン医科工業株式会社　代表取締役　　鈴木徹也

J-Pmacシンポジウム
　　　（第29回日本小児救急医学会学術集会　市民公開シンポジウム）

小児の航空医療搬送の問題点を考える

日　時　　　2015年6月12日（金）　9：30～
会　場　　　大宮ソ二ックシティ　4階 国際会議室
　　　　　　　〒330-8669　埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5 ソニックシティビル
参加費　 　無料（どなたでも参加できます）

日本小児航空医療搬送コンソーシアム（J-‐Pmac）は、子どもの広域医療搬送を円滑で安全なもの
とするために、航空会社や医療機器企業、医師などで構成される集まりです

　日本でもヘリコプターによる航空医療搬送が普及してきたが、広域医療搬送には十
分対応できていない。とくに小児医療体制の集約化の中、小児患者にとっては重要な
問題である。日本の広域医療搬送では民間航空会社の定期便などに依存することが
多く、医療従事者と民間航空会社の間で摩擦が生じている。

　シンポジウムではこれらの問題についてさまざまな立場から考える。

　　　講演5　　10:45-11:00
討議



　　大宮ソシックシティ　4階 国際会議室
　　　　　　　〒330-‐8669　埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-‐7-‐5	  ソニックシティビル

（h2p://www.sonic-‐city.or.jp/）

　　　会場


